
2025/11/11
防衛装備庁技術シンポジウム2025

防衛分野における最先端AIの活用

11月11日（火）15時20分～15時40分
（20分間、ご講演15分、質疑応答5分を想定）

資料の提出期限は11月4日（火）17時まで

Motoki Sato
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01 はじめに
Sakana AIのご紹介



会社紹介：Sakana AI

CTO 
Llion Jones

Co-invented 
“Transformer”

CEO

David Ha
Head of Google Brain Tokyo

COO 

Ren Ito
From diplomacy to tech: 
CEO of Mercari Europe.

4



5



モデルを大きく
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モデルを大きく

データを大きく
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モデルを大きく

データを大きく

学習を長く
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モデルを大きく

データを大きく

学習を長く

他にもやるべきこ
とがあるはず
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“The core research focus of Sakana AI is in applying     
nature-inspired ideas, such as evolution and collective intelligence,  
to improve foundation models’ performance”
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会社紹介：Sakana AI



Sakana AIのR&D

AI making 
AI Models

Small MODEL

Agentic 
Capabilities

Reasoning MODEL

efficient MODEL

LLM-MCTS

LLM^2

Monte Carlo Tree Search

TAID

Transformer^2

EMM

Temporally Adaptive 
 Interpolated Distillation

AI Scientist

本日扱う技術要素

TAID
エッジで動作するSLMの作成技術

Workflow Automation

SmaLL MODEL

“Beyond Transformer”
• ASAL (Automated Search for Artificial Life)
• L2D ( LLM to Diffusion finetuning)
• CTM (Continuous Thought Machines)   NeurIPS Spotlight

● 小型デバイスで動作する 超小型モデル構築 技術
○ 小型日本語最高性能モデルTinySwallow-1.5Bの構築
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Agent Based Modeling (ABM)
Simulation

ICLR Spotlight

ALE-Bench
NeurIPS 

NeurIPS 

ICLR 

Darwin Gödel 
Machine

Nature

NeurIPS  Spotlight

CycleQD
ICLR

https://docs.google.com/file/d/12jCAXJK-vyK9U2Cwry5pxIvDLbzwkLj6/preview


02 AI Scientist
基盤モデルの研究開発
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Sakana AIが開発した自立型エージェント : AI Scientist
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Sakana AIが開発した自立型エージェント : AI Scientist

14



Sakana AIが開発した自立型エージェント : AI Scientist
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● トップレベル学会のワークショップで 査読プロセスを通過
○ 完全AI生成論文が人間の査読プロセスを通過した世界初の事例  (2025年4月)

● 学会基調講演や Natureなどのジャーナルにて大々的に言及される
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Sakana AIが開発した自立型エージェント : AI Scientist
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エッセンス  (1/2)

● 実験基盤を内包した 進化計算の活用

○ 試行錯誤しては微修正...という、自然界に着想を得た自己改善プロセス

○ 新たな知見を探索するための技術である「オープンエンド探索 」に該当
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AIによる
自己採点

AIによる
自己改善
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エッセンス  (2/2)

● 定量評価しにくいものの 定量化
○ 「LLM as a Judge」と呼ばれる技術の高度化
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10段階における
評価は6
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幅広い活用可能性

● 汎用的なフレームワーク であり、多様な活用チャンスがある

○ 「着想→試行→まとめ→次の手...」というのは、至る所に現れる枠組み
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無人アセット (UAV, USV, UUV etc)をAIを用いてエッジ側で自律

的に制御することに取り組む。
偽情報対策や認知戦を含むオープンソース分析による国家イ

ンテリジェンス強化に取り組む。

インテリジェンス分析無人機の自律的制御

防衛分野における取り組み



03 防衛分野における取り組み
基盤モデルと制御システムについて
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   制御システムと AI Scientistフレームワーク

● 無人機を用いた監視・点検・調査の精緻化・緻密化
○ 制御まで含めた仕組みへの拡張

情報集約
試行錯誤
レポート

制御
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   制御システムと AI Scientistフレームワーク

● 無人機を用いた監視・点検・調査の精緻化・緻密化
○ 制御まで含めた仕組みへの拡張

やるべきことを
考える

現状データ確認

優先順位付け

各機体に命令

情報収集・分析

図表の作成

レポートへの
フィードバック

レポートまとめ

情報集約
試行錯誤
レポート

制御
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　無人機の自律的制御における課題

��

プログラミング 特化AIの学習

従来はタスク毎・機種ごとに特化 AIを学習する必要があり量産に耐えられない

○ 学習された状況には柔軟に動作するが、高度な開発技術や計算資源が必要

○ 環境などが変化すると、また作り直す必要がある  
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　無人機の自律的制御における課題

��

プログラミング 特化AIの学習

従来はタスク毎・機種ごとに特化 AIを学習する必要があり量産に耐えられない

○ 学習された状況には柔軟に動作するが、高度な開発技術や計算資源が必要

○ 環境などが変化すると、また作り直す必要がある  

基盤モデルの強みを活かした、 無人機の制御機能開発の効率化 に取り組む

○ カメラ映像を入力として、ドローン制御コマンドを出力する機能を開発する
○ 環境の変化へ柔軟に対応が可能で機種依存しないアプローチ

画像

システム

アクション

環境情報

・直進

・右折

・左折

・上昇…

ドローンの映像 次の行動を出力



　提案ソリューション

● Sakana AIは特化モデルでなく、 基盤モデルを活用した制御 を実施する
○ 基盤モデルが持つ汎用的な知識を活用し、状況に応じてAIが自律的に考え実行する

● 任意のタスクに任意の無人機で 取り組める
○ 特定の無人機に特化せず、既存の無人機も活用しながら汎用的な制御を行う

ドローン映像 AIによる判断

（AIの思考）
火事を発見した！

まず近づいて撮影をする

ドローン制御

前方に進むコマンド

飛行のミッション

（例）
山火事を発見したら周辺の様子を

撮影してきて

環境情報, センサー情報を入力

飛行の目的・ゴールを
ユーザが自由に設定

move_forward(30)
入力

入力

出力

撮影コマンド

capture_image()

制御コマンドを受け取り
前方に進んで、撮影をする

制御

● 汎用的な知識を持つ基盤AIモデルが状況を把握
● ドローン制御のコマンドをAIが出力
● 状況や飛行ミッションに合わせてAIが自律的に判断する
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　デモ動画

ミッション

エッジで動作することを押し出すか

対象物・目標ミッションを分かりやすくするか

戦車を見つけ、なるべく近づき観測してください。
その後、旋回し、他の戦車が無いか探索してください。

その後、探索を終えたら着陸してください。

部屋の様子 ドローン映像 AIの判断

https://docs.google.com/file/d/1fbepBlG3BnyUJ1Ix8QowH0cIz5_VIiY7/preview
https://docs.google.com/file/d/1m-pix_Fl7m_KewZGun8MIa-_gNythEO2/preview
https://docs.google.com/file/d/1EyH6sooJ7DZnW1TsKDkGpgeaZ1FDz1y-/preview
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　無人機  x AIの応用可能性

無人機の自律制御・協調動作に応用が可能

応用例を分かりやすく

エッジ上で動作するSLM
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   Sakana AIの多様な研究開発

● 小型デバイスで動作する超小型モデル構築技術
○ 小型日本語最高性能モデルTinySwallow-1.5Bの構築

● 公開モデルと進化計算を用いた低コスト学習
○ 進化的モデルマージ

● AIの集団を束ねるためのフレームワーク開発
○ Shachi：https://github.com/SakanaAI/shachi 

複数機体への応用
● ロボット制御への応用実験

通信がない状況でも動作する SLM

動画：https://sakana.ai/taid-jp/ 

https://github.com/SakanaAI/shachi
https://docs.google.com/file/d/1a-_pvopUk39iZboASPNSLJYEYjyLYBhK/preview
https://docs.google.com/file/d/12jCAXJK-vyK9U2Cwry5pxIvDLbzwkLj6/preview
https://sakana.ai/taid-jp/


04 防衛分野における取り組み
インテリジェンス分析
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  インテリジェンス分析　新たなる課題への対処

OSINTデータ

● ネット上の言論空間 は、いまや世論や選挙、トランプ米大統領の思考などにも多大な影響を与えるよ

うになっている。国家を動かすようになっていると言っても過言ではない。このため、政治・安全保障を

分析する上で欠かせない情報ソース であり、国家レベルの情報戦においても重要な戦略的ツール

にもなっている。

● 特にSNSは、認知戦（影響工作、ディスインフォメーション）の主戦場 になっている。しかしその情報は

膨大な上、刻一刻と変化するため、伝統的な手法による把握には限界がある。

ネット上の
言論空間

SNSデータ

選挙への影響

偽情報

課題

ネット上の言論空間 は 政治・安全保障を分析する上で欠かせない情報ソース

影響

世論への影響

BOTによる拡散

膨大な上、刻一刻と変化するため、伝統的な手法による分析には限界がある

影響工作
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  インテリジェンス分析　 AIによる強化  

AIによる示唆

● 意思決定補助
● 脅威への対策
● 現状把握
● …

SNSなど、多様な情報を取得

AIによる情報分析により、高度な洞察を引き出し意思決定を補助
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  インテリジェンス分析と AI Scientistフレームワーク

AIによる示唆

● 意思決定補助
● 脅威への対策
● 現状把握
● …

SNSなど、多様な情報を取得

分析するべき
ことを考える

SNS検索

スコア付け

示唆の抽出

情報収集・分析

図表の作成

レポートへの
フィードバック

レポートまとめ

AIによる情報分析により、高度な洞察を引き出し意思決定を補助

AI Scientistのフレームワークが応用可能
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  偽画像  / 偽情報の検出

AI-Generated Images (生成された画像)

Real Photographs (実際の画像)

[AIによる偽情報の自動判定 ]

都内に野生のワニがいたんだけど

Unreliable

SNS上の投稿 AIによる自動検索結果

投稿文と画像の説明文を比較した結果、 内容は整合していません。

理由:
・投稿文: ワニが発見された場所を「都内」と明記しています。
・AI探索結果：この画像は「ノースカロライナ州オンスロー郡にある『 Old 30 Road』という道路上」で
起きた出来事である可能性が高いです。

以上の結果、「都内」と「ノースカロライナ州」は全く異なる場所であり、この点で投稿文と画像は
矛盾している可能性が高いです。
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　SNSから、特定テーマに関する言及内容 (ナラティブ )を抽出

災害発生時における救助活動に関するナラティブ

特定の意図の（陰謀論的）暴露
「救援物資が特定の地域に意図的に回されていない」

英雄視・感謝の増幅
「献身的な姿に感動」

対応の遅れ・不作為の強調
「現場は見捨てられた」

外国からの支援の政治利用
「〇〇国の支援は遅い/少ない（〇〇国への不信）」
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　ナラティブ間の距離・勢力の可視化

縦
軸

: 意
味

空
間

横軸: 意味空間

ナラティブの規模感や、
ナラティブ間の近さを可視化

色: ナラティブ

● ナラティブを意味空間によって様々なカテゴリに分解（クラスタ化）
● 各投稿をクラスタによって色分け、拡散力の強さをサイズで可視化
● クラスタ同士の意味空間における近さも可視化
● クラスタの傾向や拡散力を視覚的に把握することが可能に
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　急激なナラティブの拡散を検知

色: ナラティブ

急激なナラティブの拡散を把握

● ナラティブの発生をクラスタごとに可視化
● 特定のクラスタの拡散を迅速に検知、アラートを出すことが可能
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　AIエージェントによる見通しの作成、シミュレーション

AIを用いて、各々のエージェントに個性を付与

AIを用いて起こりうる危機の見通しを立て、危機へと備える

　感染シミュレーションの例



05 おわりに



● Sakana AIとは？
○ 世界レベルで競争力のある人材による「ユニークなアイデアを探求する会社」

● 防衛分野における取り組み・ AI Scientist フレームワークの応用
○ 無人機の自律的制御への応用
○ インテリジェンス分析への応用

● 他領域への応用
○ サイバーディフェンスエリアへの取り組み
○ 様々な防衛分野に R&D 成果で防衛産業へ貢献
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　おわりに

少し修正するかも

（Sakana AIの R&Dが下支えになり、防衛
分野への応用をしていくぞ！の図）
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